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「誰が」「いつ」「何を」できるかを具体的に（チャート式等）示していくことが必要ではないか。今は情報が多すぎて選択が難
しい。入りにくい。

④その他：骨子（案）全体について

１．【資料４】第５期計画の振り返り・第６期計画に向けて

意見集約シート

商店（街連合）会本部として必要なところは協力して、良い方向に行ければと考えます。

２. 【資料５】第６期多摩区地域福祉計画の骨子（案）について

①基本目標１「多様な主体が参加する地域づくり」
基本方針１～３「情報提供の拡充」「地域で活躍する人材の育成」「地域活動への支援」について

③基本目標３「見守り・支え合いのネットワークづくり」
基本方針１～２「支援につながる仕組みづくり」「区民・団体・民間・行政の連携」について

中野島で「なかのしま子ども応援ネットワーク」を作り、活動団体間の協力関係を行っている。地域ごとの団体間ネットワー
ク作りも必要ではないか。

②基本目標２「多世代交流でつながる地域づくり」
基本方針１～２「身近な地域での交流の促進」「地域の支え合い活動の推進」について

これからは個人のネットワークが重要になる時代だと考える。個人がどのようにネットワークを作っていけるか（地域の中で
知り合いを増やしていけるか）が互いを助けることになる。その点も含めてはどうか。

「多様な主体」という言葉が意味するところが分かりにくい。「区民一人ひとりが」「あなたも私も」というような身近な言葉に
できないか。

基本目標３「見守り・支え合いのネットワークづくり」について。
民生委員・主任児童委員から、個人情報保護に対する考え方・姿勢が、行政と地域での見守り（支援者）とで大きくズレて
いるように感じるとの声がある。見守りに対する個人情報保護についての新しい共通認識（仕組み）づくりが必要なのでは
ないか。

説明を聞き、良い方向に行く様、努力します。

情報提供について、より具体例が見えるような内容、提供方法を検討する必要があるのではないか。

地域活動は世代交代、資金調達の課題を抱え続けている。具体的な例がほしい。

資料８
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情報提供や活動参加も大切だが、学びの機会を増やしていくことも重要ではないか。そのためには市民館、図書館等との
連携も考えてはどうか。

５．【資料８】第６期多摩区地域福祉計画　重点的な取組（案）について

４．【資料７】第６期多摩区地域福祉計画事業一覧（案）について

市民館では地域のこども文化センター等との連携・協力も検討中と聞く。地域にはこども文化センター、いこいの家、子育
て支援センターなどの市の施設もあるが、それらとのつながりをどこかに記載する必要はないのか。地域教育会議、寺子
屋、学習支援、図書館などもあるが。

３．【資料６】第６期　基本理念・基本目標・基本方針　説明（案）について

基本目標２について、なぜ「多世代交流」が必要なのか、具体的にどのような方法で多世代交流を進めるのかを記述した
方がいいのでは。（幹事会からの意見）

基本目標３の基本方針に以下２点を３．４．として加えてはどうか。
３．区民自身のネットワークづくり（要検討だが。まだ難しかもしれない）
４．地域の団体間のネットワークづくり

冊子にする際、資料８「重点的な取組」は資料７の事業一覧の前の方がよいのでは。

１．情報提供の拡充
　　高齢者に対する発信方法の検討を。
　　ＰＣ、ホームページ、スマホは高齢者は苦手
２．作成資料の活用
　　「地区カルテ」「カフェまっぷ」等
　　区民への内容発信検討を。区民へ全部配布か
３．連絡体制の一歩進んだ体制を
　　支援を必要としている人リストアップ済
　　今後は具体的に誰がどのように活用するか
４．地域活動の担い手
　　もっと町会、自治会の活用を
　　住民全員で直接活動している
５．高齢者予備軍への協力要請と教育を
　　新しい活動担い手としての養成
６．活動支援計画
　　支援団体との具体的な内容の共有を
７．健康・生きがいづくり
　　健康（体の健康）・生きがい（心の健康）
　　「体の健康づくり」取り組みが少ないのでは

会議を進めていきながら良い案が出てくると思っています。

６．その他

地域にはこども文化センターやいこいの家など、区民が常に集う場がある。それらで学習機会や広報、交流機会を持ち、
より身近な場での普及を考えてはどうか。（福祉についての社会教育の推進）

「川崎市災害時要援護者避難支援制度登録申込者実態調査票」の「確認事項」の聞き取り調査欄３の「御近所づきあいは
ありますか」の質問に「はい」と回答した場合、（御近所づきあいしている方の）名前・電話を記入できる欄を設けるのはどう
か。
民生委員と一緒に（御近所づきあいしている方の）お宅を訪問し、依頼したところ、快く「何かあれば見に行きます」と言って
くださった。（頼りにされて嬉しいという印象だった。）
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